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58 号で紹介した「福良
ふ く ら

」に続き、今回は「波食棚
はしょ くだな

」。三国町海浜自然公園前の「大波食棚」を紹介します。

１ 大波食棚の四季
．．．．．．．

波食棚は、四季それぞれに見え方が異なります。一

年で最も潮位が下がる冬～初春の干潮時には波食棚

の平坦面が干出する一方、潮位が高い夏季には平坦

面が冠水して真っ黒な巨岩が海中に点在する不思議

な風景を見せてくれます。

年間で約 70cm の潮位差ですが、解説板の「波食棚

の季節変化」のように、大きく見え方が変化します。

この波食棚には、海上～潮間帯～海中の凹凸が多

い地形を利用して、様々な生き物が生息しています。

２ 大波食棚の生き物たち
．．．．．．．．．．

潮間帯の平坦面には、巨岩の岩肌やタイドプールを利用して生息す

る、カサガイやウミウシなどの軟体動物、フジツボ、イソガニなどの節足動

物、小魚に海藻類等、多種多様な生き物たちが生息していて、冬には地

元の海女さんたちの大切な漁場となっています。

一方、波食棚の周囲の海中に潜ってみると、波食棚外周の小崖の凹

凸を利用して生息する、色々な生き物たちに出会えます。左の写真はそ

のほんの一部、仲むつまじく寄り添うヒガンフグペアと秋遅くにまだ抱卵し

ているマダコです。マダコの透き通った粒状の卵に近づいて中をよく見

てみると、小さな稚ダコが見えました。

波食棚は、冬の激しい波浪で、少しずつ浸食され、長い時間をかけて

その姿を変えていく運命ですが、その時々の地形を利用して、今も、こ

れからも、様々な生き物たちが生息し続けることでしょう。

潮がよく引く、冬の天気が良い日・波穏やかな日の干潮時にも、是非

足を運んでみてください。海面を覆いつくす海藻（ホンダワラ類）や広大

な波食棚に目が奪われることでしょう。

３ 大波食棚の自然解説板
．．．．．．．．．．

※坂井市作成「みくに自然学習歩道 map」は海浜公園センターで入手可。［福井の浅海：http://www5a.biglobe.ne.jp/~k-marine/］でも紹介中。
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